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個別売上高の概数を速報値として、下記の通りお知らせいたします。

記

平成26年３月期（2013年度）個別売上高　四半期推移

（金額の単位：百万円）

第１四半期 第２四半期 上期 第第第第３３３３四半期四半期四半期四半期 第４四半期 下期 通期

売 上 高 (Ａ) 22,716 22,864 45,581 17,75817,75817,75817,758 － －－－－ －－－－

（ご参考）
平　成　25　年　３　月　期

(Ｂ) 20,876 23,566 44,443 15,718 18,337 34,056 78,499

対 前 年 同 期 比 増 減 率
YoY

(Ａ/Ｂ) 8.8% △ 3.0% 2.6% 13.0%13.0%13.0%13.0% －－－－ － －

対 前 四 半 期 比 増 減 率
QoQ

23.9% 0.6% △△△△ 22.3% 22.3% 22.3% 22.3% －－－－

速報開示とは:

以　上

平成26年３月期 第３四半期における、連結売上高及び個別業績（速報値）の発表は1月22日に、決算業績の発表は2月7日
に行う予定です。

速報開示とは、投資家の皆様に対し当社業績に関するリアルタイムでの情報提供を行うことを目的とし、四半期ごとに個
別売上高が判明した時点、及び連結売上高・個別業績が判明した時点で、それぞれ速報値として任意に開示をするもので
す。なお上記の速報値は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成した監査終了前のものであり、実際の
業績は監査法人の精緻な監査による指摘により速報値と異なる可能性があります。

精密加工装置では、欧米地域の一部メーカが設備投資を継続させたものの、売上規模の大きいアジア地域向けの出荷は、
上期に設備投資需要が一巡したことから、低調に推移しました。
精密加工ツールの売上は、前四半期から若干減少したものの例年と比べて底堅く推移しました。

小 澤 伸 一 郎

平成26年３月期 第３四半期 個別売上高の速報値に関するお知らせ

当第３四半期の個別売上高は177億58百万円（YoY:13.0％増、QoQ:22.3％減）となりました。累計売上高は633億39百万円
となり、直近の通期個別業績予想（売上高842億円）に対して、75.2％の進捗率となりました。
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